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福島第一原子力発電所の汚染水処理で排出される Cs を吸着した使用済みゼオライトの無加圧・無圧縮によ

る焼結固化法の研究概要，これまでに得られた研究成果の概略，今後の研究課題等について報告する． 
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1. 緒言 

筆者らは福島第一原子力発電所（1F）の循環注水冷却で使用された Cs 等の放射性核種を吸着したゼオライ

ト（使用済みゼオライト）のガラスマトリックスをバインダーとして用いた無加圧・無圧縮による焼結固化

技術（以降，焼結固化技術）を提案した[1]．これまでに焼結固化技術開発の基礎試験として，バインダーで

あるガラスマトリックス選定のための基礎試験，焼結固化体の最適な焼結条件を決定するための基礎試験を

実施した．ガラスマトリックス選定のための基礎試験では，代表的なガラスマトリックスを選定し，ガラス

マトリックスの熱重量分析，Cs を飽和吸着した IE-96（IE-96Cs）と溶融したガラスとの親和性等について検

討した．また，焼結固化体の最適な焼結条件を決定するための基礎試験では，焼結温度，Cs 吸着量，加熱雰

囲気等が化学的安定性に優れたポルサイト（CsAlSi2O6）の形成に及ぼす影響について基礎的に検討を加えた．

本会ではこれまでに得られた研究成果の概略及び今後の研究計画等について報告する． 
2. 研究成果の概略 

 ガラスマトリックス選定のための基礎試験では，代表的なガラスマトリックスとしてケイ酸（SiO2 -Na2O-

Al2O3 系）ガラス，ホウ酸（B2O3-Na2O-Al2O3 系）ガラス及びリン酸（P2O5-Na2O-Al2O3 系）ガラスを選定し，

イメージ炉装置を用いたガラスマトリックスと IE-96Cs との親和性等について検討した．イメージ炉装置で

は，加熱中の試料を CCD カメラユニットで観察することで，主にガラスの溶融に伴う IE-96Cs の形態変化に

着目した．一連の試験結果から，イメージ炉装置は高温におけるガラスマトリックスと IE-96Cs との相互作

用のその場観察として有効な手段であることが示された．最適な焼結条件を決定するための基礎試験として，

IE-96Cs 単体を様々な温度条件で加熱し，XRD，組織観察等により相状態を評価した．その結果，化学的に安

定なポルサイトの発現条件を明らかにした．本会では，これまでに得られた成果の概略及びこれら研究成果

を踏まえた今後の研究計画について報告する． 
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